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「共助」 

共に生きる世界を目指して！ 
本校の教育目標の「共⽣の啓成〜みんなの学校・

みんなの授業・みんなで活動〜」というのは、もう皆さん
ご存知だと思いますが、9 月 16 日(月)の 8 月末の佐
賀豪雨の佐賀新聞記事に「共助」につながる関係とい
う記事がありました。記事は「災害時は「自助」「公助」
とともに「共助」が欠かせない。8 月の豪雨でも各地域で
助け合い、⽀えあう光景が⾒られ、今も⽣活再建に向
けた⽀援が続いている。人間関係が希薄になっていると
いわれるが、「世の中、捨てたものではない」と感じた人
も多かったのではないか。ただ、そう言いながら、普段の
暮らしの中では結びつきが強すぎると煩わしく思う人もい
る。昔から住んでいる人、移り住んだ人など、それぞれに
地域コミュニティーのあり方に対する考えの違いもある。
濃密な関係を歓迎する人ばかりではなく、悩ましいところ
だが、いざというときには「共助」が機能する関係を保って
いたい。《後略》」と書かれていました。 

社会でも子どもたちの人間関係も、以前に比べると
希薄になってきているかなあと私も感じます。いじめの問
題もそうでしょう。関わらない方がいいだろうとか、私には
関係ないもん、なんて思う子どもも増えてきているでしょう。
昔みたいに「正義の味方」的な存在がなかなか現れてく
れません。 

我が啓成中学校も、この「共に」を目指しています。
友達の困り感や学校・友達のために何かしよう！という
思いをもっと強く持ち、それを実⾏できる実践⼒につなげ
てほしいと思います。佐賀豪雨での災害は大変でした。
でも、このことから何かを感じ、危機管理以外での得る
ものを持ちたいと思います。 

 
ボランティア清掃、はじめました！ 

 9/22 の台風 17 号の通過で、登校坂や道路が風で
⾶ばされた枝や葉っぱでいっぱいでしたので、掃除をして
いましたが、やはり一人ではどうしようもなく、⽣徒たちに
ボランティアを要請しました。昨年度も朝の時間に登校 

 
坂のボランティア清掃をお願いしていましたので、25 日
の水曜日（これから定期的に毎週水曜日）からボラン
ティア清掃を開始しました。 

⽣徒 26 名が参加してくれ、一人では、なかなかさば
ききれなかった枝や葉っぱもだいぶん⽚付きました。やは
り「人」です。人海戦術とはよく言ったもので、人の⼒は
大きいです。⼒を合わせるこれぞ「共に」です。朝は涼し
かったですが、日頃しない作業をしたので疲れたでしょ
う。人のために何かをするということは、疲れることであり、
大変なことであるということを身をもって感じてほしいので
す。そのことが、大人になって、災害のときだけでなく、人
を助けようという気持ちにつながってくれればと強く思って
います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
今から春には私たちの⼼を和ませてくれる桜の葉が散

ります。春を楽しみに、⼼をこめて登校坂の清掃を頑張
って⾏きます。子どもたちと共に頑張ります。 

ちょっと予断ですが、清掃中に「ほげで取りなさ〜い」
と叫んだのですが、子どもたちは⼝をぽか〜んと開いたま
までした。「ほげ」を知らないのですね。経験したことがな
いということは怖いものです。これからもたくさんの経験を
積んでいってほしいと思います。 
 

10/2 からは中間テストです！ 
 来週の水曜日 10/2 からは中間テストです。8 月に
実施した 3 年⽣の SAGA テストの結果も返ってきまし
た。4 月に⾏われた佐賀県学習状況調査のアンケート
結果からは、やっぱり家庭学習の時間と成績は正比例
するという結果が出ました。勉強もスポーツも「やったし
こ！」です。勉強、勉強とは言いたくはありませんが、家
での復習が大切なのは、「⽕を⾒るより明らか！」なので
す。 
 先日、配った「家庭学習への取組」クリアフォルダに、
家庭学習の必要性を書いています。短期記憶脳とそれ
を定着させる記憶脳、それには反復は必要なのです。も
う一度、親子で読み返してください。少しずつですが、啓
成中学校の学⼒も回復傾向、上昇傾向です。もう少
しの子どもたちのがんばりに期待します。 


